
 

 

 

 

 

 

 

「総務省です。あと２時間で現在お使いの電話機全ての通信サービスを停止します。オ
ペレーターにおつなぎをご希望の方はダイヤルの１を押してください」との自動音声による電
話がかかってきました。この電話の内容は本当のことでしょうか。 
 
 
 
問い合わせを受けた山口行政監視行政相談センターでは、その電話はうそ電話詐欺

（特殊詐欺）であることを説明し、そのような電話には対応しないよう助言しました。 
 

 
 
オレオレ詐欺（親族、警察官などを装い、親族が起こした事件・事故に対する示談金

などを名目に金銭をだまし取る手口）などに代表されるうそ電話詐欺は、近年、手口が複
雑化・巧妙化しており、一見して詐欺かどうかが分からなくなっています。 

2024 年の日本全体におけるうそ電話詐欺の認知件数は２万 1,043 件、被害額は
約 719 億円といずれも過去 10 年で最多となっており、うそ電話詐欺には注意が必要で
す。 
今回のご相談の手口では、実際にダイヤルの「１」を押すと、詐欺グループに電話がつな

がり、個人情報などを聞き出そうとしてきます。その後、把握した個人情報を基に、警察官
などを名乗る者から電話があり、「うそ電話詐欺事件の犯人が逮捕され、あなたから口座
をもらったと言っています」、「逮捕されないために、あなたの口座のお金を調べる必要があり
ます」などのさまざまな理由をつけて、犯人が指定する銀行口座への金銭の振り込みを要
求してきます。ほかにも、実際に利用しているインターネットサイトの利用料の架空請求を
行うなど、さまざまな名目で金銭をだまし取ろうとしてくるものがあります。 
山口行政監視行政相談センターは総務省の出先機関ですので、総務省を名乗る詐

欺電話の真偽を確かめる問い合わせが多く寄せられます。総務省では、個人の方に対し、
電話により、電話を停止することを連絡したり、金銭を要求したりすることは一切ありません
ので、くれぐれもご注意ください。 
総務省以外にも、警察、ＮＴＴなど様々な機関、事業所を名乗る詐欺電話も確認さ

れています。 
詐欺にあわないために有効な方法には、常に留守番電話設定にしておき、電話の相手

を確認することや、不審な電話の着信をさせない機能や警告・録音機能のある防犯機能
付き電話の活用などがあります。 
また、「＋」から始まる国際電話番号や番号非通知の電話には注意することや、相手の

電話番号をインターネットで検索して、迷惑電話などの情報があるか確認することも有効で
す。 
不審な電話やメールがあり、不安な方は、最寄りの警察署や警察相談専用電話＃９

１１０にお問い合わせください。 

相談内容 

 

対応 

山口行政監視行政相談センターから 

（令和 7年 10月 22日 山口新聞に掲載） 


